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慣ヾ
議
案
第
十
五
号

敬
老
年
金
支
給
条
例
の
1
部
改
正
に
つ
i
て

次
の
と
お
｡
敬
老
年
金
支
給
条
例
の
ー
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
･
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
完
の
規
定
に
ょ
り
,
本
義
会
の
議
決
を
求
め
る
｡

昭
和
六
十
1
年
三
月
十
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

安

　

田

　

真

一

郎

昭
和
六
番
年
季
月
せ
弐
白
　
原
案
可
決

l
一
扇
町
親
金
蔵
長
名
鵜
典
由

･

ヽ

t

r

　

.
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.



三
朝
町
条
例
第

号

壷
老
年
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
ま
す
る
条
例

敬
老
年
金
支
給
条
例
(
暗
和
-
七
年
三
朝
町
-
第
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
芸
正
す
る
｡

第
二
秦
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡
.

(

定

義

)

竺
粂
こ
の
粂
例
芸
い
て
｢
高
-
｣
と
は
,
次
の
要
件
を
満
た
す
哀
を
い
う
｡
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い
る
こ
と
｡
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粂
賢
弟
芸
芸
い
て
準
用
す
る
同
法
第
等
六
条
-
項
の
-
に
ょ
｡
･
芸
福
祉
年
金
の
全

部
の
支
給
が
麻
止
さ
れ
七
い
る
こ
と
｡

メ

三
　
町
内
に
住
所
を
有
L
t
て
′
い
る
こ
と
｡
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ヽ

亡
幣
t
l
,
I
J
t
t
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～

竺
集
中
｢
,
で
冨
年
金
雷
-
十
五
粂
-
項
た
だ
し
書
叉
は
-
十
六
条
竺
項
(
こ
れ
ら
の
′
規
/

定
憲
法
第
七
十
九
条
の
こ
第
五
項
-
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
｡
)
若
/
J
く
は
第
四
項
の
規
定
･
忙
よ

｡
,
福
祉
年
金
(
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
-
十
妄
第
芸
の
規
定
に
よ
｡
′

畏
年
金
法
至
る
老
齢
福
祉
年
金
と
み
.
な
さ
れ
る
老
齢
特
別
給
付
金
を
含
む
｡
-
同
じ
｡
)
の
支
給
が

停
昔
れ
て
い
る
も
の
(
岡
-
七
十
九
条
の
二
-
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
票
十
六
粂
第
二
項
の

規
芝
よ
｡
福
祉
年
金
の
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
-
く
｡
-
｢
受
給
-
者
｣
と
い
う
｡
)
｣

を
削
る
｡

第
五
集
中
｢
受
給
喪
格
者
｣
を
｢
高
由
者
｣
に
改
め
る
｡

第
六
条
第
三
項
中
｢
受
給
資
格
者
｣
を
｢
高
齢
者
｣
に
改
め
る
｡

■

J

附

　

則

こ
の
条
例
は
,
暗
聖
ハ
十
1
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

こ
の
条
例
の
施
行
の
.
目
前
の
期
限
分
の
年
金
の
支
給
に
つ
-
い
て
は
･
･
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡
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